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いわに

――Lc十缶 和 00r r―

て
｀
どご ιた ノ手〃 ο

第
十
六
期
神
浄
青
で
は

『輪
意
和
以
一

″
ｒ
ｏ
肝
和
ｏ
Ｑ
戸

を
活
動
テ
ー

マ
に
し
、

執
行
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
組
常
任
理
事

並
び
に
理
事
各
位
、
そ
し
て
会
員
諸
師
の

ご
協
力
に
よ
り

一
期
二
年
の
諸
事
業
を
無

事
遂
行
で
き
ま
し
た
事
、
あ
ら
た
め
て
御

礼
と
感
謝
を
中
し
上
げ
ま
す
．

今
期
は

『和
』
を
基
本
理
念
と
し
、
実

践
を
通
し
て

『和
』
の
充
実
を
図
り
、
浄

青
三
信
条
で
あ
る
【白
行

・
化
他

・
和
合
】

の
も
と
、
会
員
が
自
ら
の
手
で
各
事
業
に

携
わ
り
、
創
り
上
げ
る
過
程
で
の
楽
し
さ

や
つ
ら
さ
、
そ
し
て
円
成
し
た
時
の
充
実

感
や
達
成
感
を
共
有
し
、
友
情
を
育
み
、

一
人

一
人
の
意
を
大
き
な
輪
と
で
き
る
よ

う
六
つ
の
委
員
会
を
設
置
し
活
動
を
致
し

ま
し
た
。

資
質
向
上
委
員
会

【自
行
】

私
ど
も
が
日
頃
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い

る
大
本
山
光
明
寺
開
山
忌
法
要
に
併
せ

て
、
浄
土
宗
第
二
祖
然
阿
良
忠
上
人
記
主

禅
師
の
ご
報
恩
に
謝
し
、
同
じ
く
良
忠
上

人
が
御
開
山
で
あ
ら
れ
ま
す
、
鶴
見
矢
向

の
良
忠
寺
様
よ
り
ご
法
灯
を

い
た
だ
き
、

昼
夜
兼
行
に
て
三
六
キ
ロ
を
念
仏
行
脚
に

て
献
灯
を
致
し
ま
し
た
Ｇ

社
会
教
化
事
業
委
員
会

【化
他
】

現
代
社
会
は
こ
こ
ろ
の
時
代
と
も
呼
ば

れ
、
心
の
健
康
に
関
し
て
の
記
事
が
メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
地
球
の
宝
で
あ
る
未

来
あ
る
子
供
た
ち
に
、
豊
か
な
こ
こ
ろ
を

育
み
、
私
た
ち
が
暮
す
地
球
、
そ
し
て
自

然
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
心
、
世
界
中
の
皆

と
仲
良
く
暮
せ
る
お
も

い
や
り
の
心
を
育

む
事
業
と
し
て

『感
謝
し
隊
』
と
題
し
、

県
内
の
小
学
生
を
募
集
し
、
作
物
作
り
を

通
し
て
命

の
車
さ
や
天
地

の
恵
み
を
感

じ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た

親
睦
事
業
委
員
会

【和
合
】

会
員
家
族
の
方
々
に
日
頃
の
浄
青
活
動

の

一
端
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
交
流
の

場
を
目
的
と
し
た
家
族
会
を
開
催
し
、
家

族

の
顔
が
み
れ
る
浄
青
を
目
指
し
ま
し

た編
集
委
員
会

昭
和
五
十
二
年
、
第

一代
柴
田
哲
彦
会

長
よ

‐―
継
続
さ
れ
て
い
る
対
外
紙

一浄
青

祥
奈
―――
一一
と
、
対
内
紙

一Ｚ
用

“
ｏ
Ｘ
通
信
』

の
全
行
と
教
区
所
菅
で
あ
り
ま
す
神
浄
青

の
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
の
更
新
、
又
各
事
業
や

研
修
会

の
取
材
等
広
く
活
動
致
し
ま
し

た第
二
十

一
回
関
ブ
ロ
総
会

並
ひ
に
研
修
会
実
行
委
員
会

チＬ
年
に

一
度
輪
番
に
て
開
催
を
担
当
し

て
い
る
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
浄
■
宗
青
年
会

総
会
並
び
に
研
修
会
を
横
浜
に
て
行

い
ま

―
工
′・　
今
回
は
テ
ー
マ
を

『筈
火
一一
～
今

ヽ
り
て
一―――
什
い
τ
昭
Ｔ
ら
′
ゝ
つ
′ヽ
ル
ド
し
、　
４
Ｖ
Ｉ
一小

一
二
十

一
世
紀
労
頭
宣
言
」
を
題
材
に
し
、

例
年
行
な
わ
れ
て
い
る
講
師
中
心
の
研
修

会
で
は
な
く
、
浄
土
宗
青
年
僧
侶
と
し
て

二
十

一
世
紀
と

い
う
時
代
に
ど
う
行
動
す

べ
き
な
の
か
を
、
全
員
参
加
型
の
手
作
り

の
研
修
会
に
て
行

い
、
お
念
仏
の
伝
弘
者

と
し
て
法
然
Ｌ
人
の
み
教
え
を
私
共
自
ら

が
地
域
社
会
の
筈
火
と
な
れ
る
よ
う
発
信

致
し
ま
し
た
。

に
よ

っ
て
発
足
創
立
さ
れ
た
当
会
の
■
■
一一

年
の
祝
賀
を
開
催
し
、
神
浄
青
と

，
つ
橿
■

の
中
で
諸
先
輩
と
現
役
会
員
が
浄
青
に
つ
●
一

い
て
熱
く
語
ら
い
、
交
流
を
持
ち
、
諸
先

．一

輩
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
神
浄
青
の
歴
史
と

伝
統
、
そ
し
て
法
灯
を
次
な
る
世
代
、
さ
一

射盪螺鰤期Ｈ帥っってぃける継慄“一一‐二

こ
の
よ
う
に
こ
の
二
年
間
、
様
々
な
．多
一

く
の
事
業
を
展
開
致
し
ま
し
た
が
、
あ
Ｏ
Ｌ
一

ま
で
事
業
を
遂
行
す
る
事
が
目
的
だ
っ
た
一

の
で
は
な
く
、
い
か
に
志
を
同
じ
く
し
た

●

会
員
の
皆
様
と
共
に
活
動
し
た
か
が
大
切

●

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
浄
青
漬
．

動
の
根
底
は
、
青
年
僧
と
し
て
宗
祖

‐
法
然

一

上
人
立
教
開
宗
の
精
神
に
基
づ
き
、

―会
員
●

相
互
の
研
鑽
と
親
陸
の
中
で
、
多
様
化
す
●

る
社
会
に
対
し
て
ど
う
お
念
仏
を
広
め
て

・
一

い
く
か
、
そ
の
時
代
時
代
に
即
し
た
柔
軟
・．●

な
発
想
や
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
ご
縁

‐
を
一

い
た
だ
い
た
方
々
に
あ
ら
た
め
て
教
え
て

一
．

い
た
だ
い
た
気
が
致
し
ま
す
。
　
　
　
・●
●

最
後
に

一
期
二
年
間
、
私
共
第
十
六
期
　
一

”「ぃ峰内た‐‐しな中いＴ［］一̈̈
器議一一

並
び
に
諸
先
輩
、
教
区
関
係
諸

に
衷
心
よ
り
‐厚

く
御
礼
を
申
し
上
‐一駐
■

土
宗
神
奈
川
教
区
青
年
会
第
十
爽

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
「
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平
成
十
四
年
度
事
業
報
告

平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

４
月
１７
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
第

一
回
予
定
者
理
事
会

４
月
１７
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
定
時
総
会

５
月
１５
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
第

一
回
理
事
会

５
月
２２
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
大
本
山
光
明
寺
落
慶

・
晋
山
法
要
手
伝

い

６
月
１
日
　
機
関
誌

『浄
青
神
奈
川
』
第
二
九
号
発
行

６
月
３
日
　
鎌
倉
　
鶴
ヶ
岡
会
館
　
第
十
五
期

・
第
十
六
期

迎
会

６
月
２０
日
　
幕
張
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
第
三
十
回
関
ブ
ロ
浄
青
総
会
並
び
に

修
会

７
月
４
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
大
本
山
光
明
寺
開
山
忌
前
清
掃
奉
仕

７
月
４
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
第
二
回
理
事
会

７
月
２８
日
～
３０
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
第
五
五
回
夏
期
僧
堂

８
月
２８
ロ
　
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
　
第
三
二
回
全
浄
青
中
央
研
修
会
　
（新
潟
）

９
月

７
日

９
月

Ｈ
日

９
月

１７
日

Ю
月
９
日

１０

月

９

日

１０

月

１４

日

１０

月

２９

日

＋ハ
〈
ム

Ｈ
月
１４
日
　
対
内
紙

『Ｚ
あ
∪
ω
ｏ
∽
∪
通
信
』
く
争
０
発
行

Ｈ
月
２８
日
　
第
二
十
回
神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（三
浦
組
）

‐２
月
２
日
　
大
船
　
ホ
テ
ル
好
養
　
第
五
回
理
事
会

‐２
月
２
日
　
大
船
　
ホ
テ
ル
好
養
　
神
浄
青
忘
年
会

１
月
１６
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
第
六
回
理
事
会

１
月
２４
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
御
忌
別
時
念
仏
会

２
月
１９
日
～
２０
日
　
善
光
寺
　
大
本
願
　
全
浄
青
代
表
者
研
修
会

２
月
２６
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
第
七
回
理
事
会

３
月
８
日
　
港
北
組
　
専
念
寺

　

「感
謝
し
隊
」
第

一
回

（社
会
教
化
事
業
委
員
会
）

３
月
２８
日
　
大
本
山
　
光
明
寺
　
第
八
回
理
事
会

４
月
２
日
　
大
本
山
　
増
上
寺

小
田
原

い
こ
い
の
森
　
家
族
会
親
睦
会

（親
睦
事
業
委
員
会
）

大
本
山
　
光
明
寺
　
第
三
回
理
事
会

大
本
山
　
光
明
寺
　
関
ブ
ロ
浄
青
三
大
本
山
別
時
念
仏
会

大
本
山
　
光
明
寺
　
大
本
山
光
明
寺
十
夜
前
清
掃
奉
仕

大
本
山
　
光
明
寺
　
第
四
回
理
事
会

大
本
山
　
光
明
寺
　
十
夜
手
伝
い
、
十
夜
托
鉢

（各
組
代
表
者
）

群
馬
工
科
大
グ
ラ
ン
ド
　
第
二
十
回
関
ブ
ロ
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

４

月

２

日

４

月

１８

日

月

１９

日

‘
月

，
■
一一一一一大

■
月
２６
●
～
一″
■

大
本
山
増
上
寺

大
本
山
光
明
寺

対
内
紙

『ｚ
あ
∪

港
北
組
　
専
念
寺

〈
ム
）

一４
一Ｊ
』
錨‥

　

セ
ン

タ

ー

８
月
２７
日
　
別
府
市
ビ
ト
コ
ン

ブ
ロ
ッ
ク

・
大

９
月
３
日
　
大
本
山
光
明
寺

９
月
２３
日
　
大
本
山
光
明
寺

理
事
会

観
別
時
念
仏
会

Ю
月
７
日
　
善
光
寺
大
本

三
大
本
山
別
時
念
仏
会

（長
野
教
区
）

Ю
月
９
日
　
大
本
山
光
明

本
山
光
明
寺
十
夜
前
清
掃
奉
仕

五
回
理
事
会

１０
月
９
日
　
大
本
山
光

Ю
月
１４
日
　
大
本
山

十
夜
托
鉢

・
十
夜
法
要
手
伝

い

Ｈ
月

４
日
　
土

区
市
民
広
場
　
第
二

一
回
関
ブ
ロ
浄
青
ス
ポ
ー
ツ

城
教
区
）

１１
月

１０

日

明
寺
　
第
六
回
理
事
会

「
ｚ
お
に
ω
ｏ
∽
∪
通
信
」
メ
）あ
発
行

浜
ス
タ
ジ
ア
ム

・
華
正
楼
　
神
浄
青
三
十
周
年
記
念
事
業

未
定
　
神
浄
青
臨
時
総
会

‐２
月
８
日
　
未
定
　
神
浄
青
忘
年
会

１
月
２４
日
　
大
本
山
光
明
寺
　
第
七
回
理
事
会

１
月
２４
日
　
大
本
山
光
明
寺
　
御
忌
別
時
念
仏
会

２
月
７
日
　
沖
縄
　
袋
中
寺
　
沖
縄
袋
中
上
人
四
百
年
記
念
事
業

２
月
１９
日
～
２０
日
　
総
本
山
知
恩
院
　
全
浄
代
表
者
研
修
会

３
月
２４
日
　
大
本
山
光
明
寺
　
日
想
観
別
時
念
仏
会

３
月
２４
日
　
大
本
山
光
明
寺
　
第
八
回
理
事
会

３
月
１
日
　
機
関
誌

一浄
青
神
奈
川
』
第
三
十
号
発
行

関
東
三
大
本
山
別
時
会

定
期
総
会

・
神
浄
青
入
会
式
、
卒
業
式

∪
〇
∽
”
通
信
』
く
ｏ
葛
発
行

「感
謝
し
隊
」
第
二
回

（社
会
教
化
事
業
委

第
五
六
回
夏
期
僧
堂

（関
東
地
方
教
化

川
教
区
）

第
二
三
同
全
浄
中
央
研
修
会

（九
州

光
明
寺
　
第

一
回
理
事
会

横
浜
国
際
ホ
テ
ル
　
関
東
地
区
児
教
連
研
修
会

（神
奈

）
手
伝

い

第

二
回
理
事
会

ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
　
第
二

一
回
関
ブ
ロ
浄
青

卜研
修
会

（神
奈
川
教
区
）

本
山
光
明
寺
開
山
忌
前
清
掃
奉
仕

一回
理
事
会

上寸
　
開
山
忌
念
仏
行
脚

（資
質
向
上
委
員

し
隊
」
第
二
回

（社
会
教
化
事
業
委

７
■

，
■
●
大
本
＝
光

■
■
■
■
●
大
本
一■
光
切

７
月
●
■
■
●
■
●
良
忠
寺

2
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」OSEI KANACAWA

社会教化事業委員会 (感謝し隊)報告
未来ある子供たちに、豊かな心を・・・

第プロ
協鍵謬確疑藉ぇ税質ろへの感謝～

月撃肇77gf虜襲なιlとごろへの硼～第2回

第3回
膀

′プ

勁

テ・７
勁

テ・マ
勁

テ・マ
委員長

加藤 光成

社会教化事業委員会を担当させて頂きました京浜組加藤光成です。昨年の 3月 に始まった社会教化事業委員会・「感謝

し隊」も神浄青の方々のおかげさまを持ちまして 3回 とも無事に終了させるが出来ました。この場をお借 りして、心より御

礼申し上げます。

事業開始当初は何もなかった土地を、執行部の方々と委員会のメンバーで耕しました。特に営間上人などは、ユンボや耕

運機などを使って作物の出来る土地に仕上げていただきました。これにより本当に作物が出来るのだろうかという当初の不

安は無 くなり、委員会メンバーー同胸を撫で下ろし、これから始まる事業にメンバーが一致団結できたように思います。

畑作 りも終わりその次の課題は子供集めでした。この作業がこんなにも大変だとはその当時分からず、浄青の理事の方々や

相談役などにアドバイスを頂き、最終的には37人 まで集まりました。何とか当事業が出来るようになり、本当に人の和、浄

青の和合を感じ取った瞬間でした。

子供達も集まり、子供達に楽しみながら物への感謝、食への感謝、命への感謝、先祖への感謝、最後に阿弥陀様への感謝

を知ってもらう為に “3段階の感謝"を計画しました。「子供達が楽しみながら」と言う事をキーワー ドに、まず畑で芋を

作 り、収穫 し、その芋を食するという3段階です。昼食は子供達自らがカレーを作 り食する、このような事で楽しみながら

物への感謝、食への感謝、命への感謝を体感してもらいました。特にカレー作 りでは子供達に怪我も無く、浄青の方々と協

力し合い頑張って作っていました。その光景に夏見会長が「いいね～いいね～」と笑顔で連呼していたのがとても印象に残

っています。

勉強会では斉藤匡念上人、成田昌弥上人に講師をお願いし、子供達に物、食、命、先祖、阿弥陀様への感謝を楽しく、そ

して解 りやすく講義して頂きました。この講義に子供達も興味深く、引きつけられるように聞いて納得していた様でした。

最後に阿弥陀様の感謝を形に表した感謝法要を行いました。その感謝法要では、いつも元気一杯な子供達も何かを感じ取る

かのような顔つきで感謝法要を勤めていました。その後、子供達一人一人に誓約書と腕輪数珠を渡し、スマップの「世界に

一つだけの花」を元気よく歌い解散した次第です。

この事業は浄青会員一人一人が、夏見会長の下一致団結できたからこそ成功した事業だと確信しています。有難うござい

ました。
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」OSEI KANAGAWA

資質向上委員会(念仏行脚)報告
大 本 山 光 明 寺 開 山 忌 法 要 に 併 せ て

ぶ
平成

“

碑7ガ5F～δ″
磨舅の長麟手～   ″手 委員長

清水 道善

今期第16代夏見会長の下、僧侶の自行の為に資質向上委員会が立ち上げられました。

自らを鍛えるためには何をすればよいのか、何が出来るのか、との基に会長以下現執行部の発案により鶴見良忠寺からの

念仏行脚による材木座光明寺への献灯という企画が生まれました。距離にして実に36キ ロ、しかも7月 6日 の光明寺開山忌の

開式11時までに到着という条件も付いていました。普段歩くことの少ない現代人の私達にしてとても僧侶らしい鍛練の場と

思えました。実際委員会が実行に移る段にも良忠寺御住職並びに諸上人方々の快い支援を受けほぼ活動をせずに準備段階を

終えてしまう,大況でした。

さて明けて平成15年、ルート 休憩場所の選定、サポー トの人選も終えていた委員会に仕事はありません。他委員会をよ

そに楽をさせていただいていました。あとは参加募集を掛けるのみでした。この年の開山忌は日曜日。その午前11時までに

到着となると前日からの夜通しになります。いくら青年僧侶とはいえ土曜、日曜の法務は多忙です。参加者は少なく、ほぼ

いないと思われました。しかし集まったのは25名 、サポー トなどで30名弱となりました。そのうち半数以上はその日の自坊

での法務のため11時まで光明寺に留まることが出来ないという強行軍でした。きつい予定をやり繰 りしてでも、是非との思

いを感じました。執行部の考えが一番通じたときでした。

そして当日夜 9時、良忠寺に於いて本尊前の灯 りを戴き歩き始めました。心配した雨風もなく万事順調な進みでした。20

数キロの後、夜明け前の港南正覚寺でお世話になっていると雨になり急いで出ましたが雨が強く一時断念、迎えを呼び帰途

につきました。途中小袋谷で雨が止み再開、朝 6時過ぎ無事到着となりました。

慣れぬ体には辛い夜でしたがいつもと違う時に違うところを僧侶として歩いたことはとても印象深い思い出となりまし

た。この後開山忌に参列させていただいた折、この事業は評判がよく、夏見会長は今も御法主等お歴々より再度開催の要請

を受けている様子です。

最後に参加者そして関連の方々にはとてもよくしていただき有難うございました。
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⑫
９
）
劉
彰
軍
γ
゛
ユ
ν
ヾ
７
■

降ヽ
宗

ｏ
γ
■
準
畔
ゞ
幼
郵
多
し
つ
０
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￥
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⑫
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＋
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Ｍ
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叩
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ｆ
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７
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Ｑ
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９
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萱
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⑫
「０
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Ｆ
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Ｆ
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⑫
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０
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⊥
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⑫
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Ｔ
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⑫
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Ｔ
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９
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￥
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￥
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〓
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＋
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９
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９
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０ヽ
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＋
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＋
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日
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蒙
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ツ
Ｆ
コ

単
以
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ツ
゛
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０
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マ
膊
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寺
脅
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学
）

「
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筆
＋

・
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キ
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Ｖ
￥

■
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彗
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摯
＋
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国
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ｏ
γ
■

翠
■
７
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聖
■
動
爵
孝
Ｙ
Ｔ
中
》
γ
和
帝

孝
聾
孝
輝
￥
引
丁
Ｖ
ア
聯
叔

準ヽ
梨
暑
⑫
彰

当
副
引
ρ
Ｉ
Ｙ
暫
コ
キ

営ヽ
》
具
豪
γ
■
叫

琢
脅
）
回
↓

上ヽ
⑫
存
音
ツ
ν
業
界
聯
冒
￥

コ
マ
Ｆ
孝
難
●
■
７
〓
利
マ
聯
叔
利
日
示

Ｏ
γ

■
撃
ν
ヾ
勲
園
コ
￥
輩
ヾ
童
彩

⑫
幸
イ
ー

字
４
聖
日
立
１
＋
ン
丁
コ
脅
ゞ

側ヽ
影
つ
０

蚤ヽ
撃
早
嚇

蚤ヽ
撃
響
ヨ

・
０
聖
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○
○
団

Ⅶ
￥
聯
熙
Ｙ
Ｔ
中
》

ユヽ
●
Ｗ
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単
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聯
叔

日ヽ
Ｙ
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■

・
￥
日
〓
寺
￥
＋
￥
士
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寺
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Ｘ
Ｙ
Ｔ
中
影
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Ｆ
●
日
７
●

γ
ａ
受
ｍ

，
■
騨
目
孝
聯
Ｔ
コ
亜
利
ル
半

ｏ
γ
η
撃
０
ゞ
γ
そ
撃
甲
●
■
９
熱
挙
を

●
ア
聯
〓
彰
準
ｖ
ｌ
子
ａ

■ヽ
望
教
尋
“
騨

回

二ヽ
■
９
凶
コ
軸
■
●

，
■
≫
↓
孝
昆
期

マ
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具
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暑

９ヽ
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１
４
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ツ
ν
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９
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中
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Ｏ
γ

η
準
υ
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娑
》
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⑫
聖
￥
６
Ｆ
コ
叫
琢
ｖ
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子
〓

一
０

（
Ｖ
ｌ
子
〓
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回
〓
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豪
韓
）
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○
〓
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解
コ
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噸
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７
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￥
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＋
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０
割
陥
醜
騨
日
γ
コ
幸
孝
卦

畔

・
つ
ｅ
⑫
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Ｔ
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黎饒 鰺 惧

恵
濃
畿

こ
こ
二
年
の
間
、
準
備

・
計
画
し
て
き
ま

し
た
京
浜
浄
青
主
催
に
よ
る
授
戒
会
も
、
会

員
は
も
ち
ろ
ん
講
師
各
位

・
組
内
寺
院

・
浄

青
ＯＢ

・
寺
庭
婦
人
の
ご
協
力

・
後
援
を

い
た

だ
き
、
受
者
三
三
名
の
無
事
成
満
を
も
ち
ま

し
て
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
自
身
を
振
り
返
れ
ば
、
私
が
浄
青
に
入

会
し
た
ば
か
り
の
頃
、
現
宗
会
議
員
の
野
呂

幸
忍
上
人
が
京
浜
浄
青
の
会
長
で
、
現
教
区

長
の
成
田
光
俊
上
人
に
伝
法
に
関
す
る
講
義

を
頂
い
た
の
が
、
こ
の
二
年
間
の
活
動
の
原

点
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

京
浜
浄
青
は
、
児
童
教
化
や
布
教

・
法
式

な
ど

の
各
種
研
修
も
行

っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
過
去
三
回
の
帰
敬
会
の
経
験
を
踏
ま
え
、

教
化
活
動
の
根
底
に
は
、
帰
敬
会

・
五
重
相

伝

・
授
戒
会
な
ど
の
伝
法
に
関
す
る
事
柄
を

し

っ
か
り
据
え
て
、
教
化
す
べ
き
だ
と
い
う

考
え
の
も
と
、
今
回
の
授
戒
会
を
開
催

い
た

し
ま
し
た
。

五
重
相
伝
の
開
催
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

な
り
ま
す
が
、

無
事

開
催

の

あ

か

つ
き

に

は
、

こ
れ
ら

を
踏
ま
え

た

更
な

る
教
化

活
動

に
努
力

し
た

い
と

思

い
ま
す
。

白石 隆弘

京浜浄青主催による授戒会

濾
北
織

十

一
月
二
十

一
日
、
神
浄
青
三
〇
周
年
記

念
事
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。

と
て
も
楽
し
く
、
思
い
出
深
い

一
日
に
な

っ
た
と
役
員
の
皆
様
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
で
も
ソ
フ
ト
は
昨
年
三
位
で
し
た
の
で
、

今
年
は
上
位
に
な
ん
と
か
と
思

っ
て
い
ま
し

た
が
…
…
。

ま
、
来
年
港
北
組
は
頑
張
り
ま
す
よ
！

十
二
月
十
四
日
、
蓮
勝
寺
柴
田
文
彦
上
人

の
仏
式
結
婚
式
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
法
類
の

方
々
や
、
塩
澤
上
人
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が

ら
、
私
も
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

式
は
当
日
の
素
晴
ら
し

い
青
空
と
同
様
に
、

と
て
も
さ
わ
や
か
な
新
郎
新
婦
が
印
象
的
で

し
た

（文
ち

ゃ
ん
、
尚
美
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
―
）
。
神
浄
青

の
皆
様
に
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
港
北
組
浄
青
に
慶
事

が
続
き
ま
す
よ
う
神
浄
青
の
皆
様
、
お
祈
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
Ｈ

Happy Wedding

濾
議
綴

諸
先
輩
が
し

っ
か
り
と
活
動
を
行

っ
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
組
総
会
で

「最
近
の
浄
青

は
し

っ
か
り
と
活
動
を
行

っ
て
い
る
か
ら
助

成
金
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
わ
れ
た
。

た
だ
今
ま
で
の
事
業
を
踏
襲
し
よ
う
と
思

っ

て
い
た
私
に
は
重

い
言
葉
。

し
か
し
私
に
も
行

っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ

っ
た
。　
一
つ
は
大
鼓
。
二
つ
日
は
茶
道
。
三

つ
目
は
行
住
坐
臥
の
念
仏

マ
ラ
ソ
ン
。

太
鼓
の
研
修
会
は
前
々
か
ら
行

い
た
か

っ

た
。
太
鼓
を
持

っ
て
い
る
寺
院
は
多

い
が
ほ

と
ん
ど
が
使
用
せ
ず
に
保
管
し
て
い
る
だ

け
。
私
の
寺
も
同
じ
だ
。
そ
こ
で
宝
の
持
ち

腐
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
行

っ
た
。
若

い

会
員
は
き

っ
と
上
達
も
早
い
だ
ろ
う
。

二
つ
目
の
茶
道
は
、
衣
を
着
て
い
る
と
き

は
常
に

一
挙
手

一
投
足
を
誰
か
に
見
ら
れ
て

い
る
私
た
ち
が
お
茶
を
飲
む
時
に
恥
を
掻
か

な
い
よ
う
に
と
行

っ
た
。

最
後
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
単
に
ホ
ノ
ル
ル
マ

ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら

だ

つ
た
。
し
か
し
様
々
な
事
情
か
ら
延
期
と

な

っ
た
。
そ
の
代
わ
リ
グ
ア
ム
ロ
本
兵
が

一

万
八
千
人
玉
砕
し
た
グ
ア
ム
島
に
あ
る
平
和

寺
で
の
慰
霊
参
拝
を
行

っ
た
。

ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
も
あ

っ
た
の
だ

が
残
さ
れ
た
期
間
も
あ
と
わ
ず
か
。
最
後
に

会
計
丸
地

・
事
務
局
長
伊
藤

の
両
師
に
感

謝
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

饉
醸
鑢

今
期
は
三
名
の
会
員
が
増
え
、
組
浄
青
と

し
て
は
最
大
の

一
七
名
が
所
属
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

前
年
度
の
勉
強
会
で
は
施
餓
鬼
幡
等
を
自

分
で
作

っ
て
み
た
り
も
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
会
員
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
今

ま
で
会
員
同
志
で
行

っ
て
い
た
勉
強
会
か
ら

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ツ
プ
を
し
、
講
師
に
塩
澤
先

生
を
お
迎
え
し
、
継
続
事
業
と
し
て
の
基
礎

的
な
法
式
の
勉
強
会
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
普
段
な
か
な
か
出
来
な
い
千

礼
仏
名
会
で
は
礼
拝
や
お
念
仏
の
あ
り
が
た

さ
を
再
認
識
し
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
家
族

親
睦
会
で
は
家
族
も
含
め
た
親
睦
を

一
層
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
近
は
ど
の
事
業
を
行

っ
て
も
出
席
率
は

最
高
で
、
ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
毎
回
出
席
し

互
い
に
勉
強
し
、
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
活
発
に
な

っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

施餓鬼幡を作成 !
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